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  本事例についてのお問い合わせは  
西 東 京 市 田 無 公 民 館  あ め ん ぼ 青 年 教 室 担 当  

  までお願いいたします  
 

団 体 名  
（ 個人名 ） 

西東京市田無公民館 あめんぼ青年教室 

団体（個人） 
所 在 地  

〒１８８－００１２ 
東京都西東京市南町５－６－１１ 

西東京市田無公民館  

ＴＥＬ番号  ０４２－４６１－１１７０ 

ＦＡＸ番号  ０４２－４６８－１３１３ 

メールアドレス kouminkan@city.nishitokyo. lg. jp （全公民館職員共通外部メール） 

記載者の職・氏名  公民館専門員 國峯拓巳 

 

○実践のあらまし  
 西 東 京 市 田 無 公 民 館 あ め ん ぼ 青 年 教 室 で は 、知 的 に 障 害 の あ る 青 年 た ち が 、地域社
会の一員として主体的に地域生活が送れるよう、協調性や社会性をはぐくむことを目的に、様々
な学習活動や体験活動を行っています。 
活動は、毎月１ ～ ３ 週 の 金 曜 日 の 夜 と 第 ４ 週 の 日 曜 日 の 昼 間（ 年 4 8 回 程 度 ）に 行 な

っ て い お り 、 そ の 中 で 年 に １ 度 、 合 宿 に 出 か け て い ま す 。  
青 年 た ち が 作 業 所 や 企 業 で 働 い て も ら え る お 金 の 中 か ら 参 加 費 を 出 せ る よ う 、 主

に 公 の 社 会 教 育 施 設 を 利 用 し て お り 、平 成 2 1 年 度 は 、9 月 26～ 27 日 に 、国 立 赤 城 青
少 年 交 流 の 家 で 実 施 し ま し た 。  
 

○実践の内容  
あ め ん ぼ 青 年 教 室 の 特 徴 は 、 青 年 た ち の 自 主 性 と 意 思 表 示 に あ り ま す 。  

年 間 計 画 ・ 合 宿 の 行 き 先 ・ 内 容 等 に つ い て は 、 青 年 ・ ボ ラ ン テ ィ ア ス タ ッ フ ・ 職

員 が 話 し 合 っ て 決 定 し 、 司 会 と 記 録 は 青 年 た ち が 担 当 し ま す 。  

合 宿 で の 特 徴 は ボ ン フ ァ イ ヤ ー の 中 で 、 一 人 一 言 ず つ 感 想 を 話 す 時 間 を も つ こ と

と 、 ２ 日 目 に ニ ュ ー ス ポ ー ツ を 行 っ た こ と で す 。  

 
【 １ 日 目 】  
入 所  
シ ュ ラ フ ・ 銀 マ ッ ト 等 の 準 備  
夕 食  
ボ ン フ ァ イ ヤ ー 準 備  
（ 焚 火 台 準 備 、 薪 組 み 等 を 青 年 た ち で ） 
ボ ン フ ァ イ ヤ ー  
（ 点 火 → 歌 → 踊 り → 一 人 一 言 ）  
 

【 ２ 日 目 】  
朝 の 集 い  
（ 司 会 、 団 体 挨 拶 等 は 青 年 た ち か ら ）  
朝 食  
退 所 準 備  
創 作 活 動 （ ペ ー パ ー グ ラ イ ダ ー ）  
昼 食  
ニ ュ ー ス ポ ー ツ （ テ ィ ー ボ ー ル ）  
 

○まとめ  
 非 日 常 の 場 所 で 体 験 活 動 を 行 う 中 で 、 普 段 は 自 分 の 意 思 を 言 葉 に し て 表 示 す る こ
と が 難 し い 青 年 も 感 想 を 言 う こ と が で き た り 、 青 年 た ち 自 身 で 積 極 的 に 活 動 の 準 備
を し た り す る と い っ た 様 子 を 見 る こ と が で き ま し た 。  
 ま た 、 国 立 青 少 年 交 流 の 家 の よ う な 、 青 年 た ち 自 身 が 働 い て 手 に で き る 範 囲 の 金
額 で の 利 用 が 可 能 な 公 の 施 設 を 使 用 す る こ と で 、 青 年 た ち が 日 常 生 活 の 中 で 「 合 宿
の た め に 節 約 を し よ う 」 と 考 え 、 金 銭 感 覚 に 関 す る 支 援 に も つ な が る よ う で す 。  
 今 後 も 実 践 を 継 続 し 、障 が い 者 青 年 た ち が 地域社会の一員として主体的に地域生活が送
れるよう公民館として支援していきたいと考えています。  


